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第５節 南 区 

５-１ 南区の概況と特性 

 

 １．区域の概況                         

 

（１）位置・地勢 

〈位 置〉 

○南区は本市の南部に位置し、面積は約４，

０４４ha で全市の約２７．０％を占めて

います。西は和泉市、東は大阪狭山市、東

南は河内長野市に接しています。当区域は、

ほぼ中央部をニュータウンをつなぐかたち

で泉北高速鉄道が通り、泉ヶ丘駅周辺が地

域拠点に位置づけられています。 

〈地 勢〉 

○区域の南部は、河内長野市に続く標高１０

０ｍ以上の山麓地形、中央部は標高３０～

１００ｍの丘陵地形で、石津川や和田川な

どが北西に向かって流れています。 

 

（２）人口・世帯数 

○南区の人口は、平成２２年現在約１５.５

万人で、ニュータウンがまち開きされてか

ら人口は平成２年まで増え続け、それをピ

ークに減少傾向にあります。世帯数は、平

成２２年現在約６．１万世帯で、おおむね

増加傾向にあります。一世帯当たりの平均

世帯人員は２．５４人で、全市平均を上ま

わっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[南区の人口・世帯数の推移] 

項  目 昭和 55年 昭和 60年 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

人 口（人） 155,421  175,336  177,803  173,970  161,443  157,099  154,779  

増減率（％） 30.0 12.8 1.4 -2.2 -7.2 -2.7 -1.5 

世帯数（世帯） 45,774  52,096  54,749  57,136  56,540  58,690  61,008  

増減率（％） 25.2 13.8 5.1 4.4 -1.0 3.7 3.9 

平均世帯人員（人） 3.40  3.37  3.25  3.04  2.86  2.68  2.54  

全市平均（人） 3.23  3.18  3.03  2.85  2.68  2.57  2.44  

 

[本市における位置図] 

[人口・世帯数の推移グラフ] 

資料：国勢調査 
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（３）土地利用 

○南区の土地利用は、市街地、普通緑地、道

路・鉄軌道等の都市的土地利用の比率が５

５．２％と、７区のなかで最も低く、特に

普通緑地の比率が１３．５％と高くなって

います。また、南部丘陵地を含む農地・山

林等の比率は４２．１％と、区域のおおむ

ね半分を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）都市計画施設 

○道路 

都市計画道路は、南北方向に下石津泉ヶ

丘線、野々井美木多線、鳳檜尾線が、東西

方向に檜尾上之線、檜尾岩室線、上之美木

多上線が整備されています。津久野豊田線

の一部に未整備の区間があります。 

○鉄軌道 

中百舌鳥駅～泉北ニュータウン～和泉中

央駅（和泉市）をつなぐ泉北高速鉄道が走

り、区域内に３駅があります。 

※鉄軌道については、都市計画施設以外も含む 

○自転車駐車場 

泉北高速鉄道光明池駅駅前、同栂・美木

多駅駅前に計４ヶ所計画決定され、整備さ

れています。 

○都市公園・緑地など 

荒山公園、鴨谷公園や南部丘陵地内の堺

公園墓地、また、泉ヶ丘緑地をはじめ、４

９ヶ所が計画決定されており、これらすべ

てが開設され、対面積比では約９１％が開

設されています。これらのほとんどが泉北

ニュータウン開発により整備されています。 

○公共下水道 

  南部丘陵地を除く区域が公共下水道の計

画区域となっており、市街化区域の汚水管

整備はほぼ完了していますが、雨水排水施

設は整備途上です。 

○その他 

堺市第二ごみ焼却場（クリーンセンター

南工場）が立地しています。 

 
 

（５）市街地整備 

○南区は、昭和３０年代に泉ヶ丘町、福泉

町が本市に編入され、その一部で新住宅

市街地開発事業により、昭和４０年から

昭和５８年にかけて泉北ニュータウンと

して開発されました。泉北ニュータウン

以外の地域においても、一部で土地区画

整理事業によりニュータウンと一体の市

街地として整備されました。 

 
［泉北ニュータウン］ 

[土地利用円グラフ] 

市街地：一般市街地､集落地、商業業務地､官公署､工場地 

普通緑地：公園・緑地、運動場・遊園地、学校、寺社敷地・公開庭園、墓地 

農地・山林等・その他空地：畑、水面、その他空地、原野・牧野、山林、 

田・休耕地、低湿地・荒蕪地 

道路・鉄軌道等：道路・鉄軌道敷、公共施設 

：  

道路・鉄軌道：道路・鉄軌道敷、公共施設 

（平成２２年度都市計画基礎調査） 

南区 堺市 

24.8%
（内その他空地2.9%）

6.0%

59.1%
10.1%

44.8%
（内その他空地2.7%）

4.0%

37.7%

13.5%
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 [都市計画施設状況図] 

※事業中区域とは、都市計画事業認可を受けてい

る区域だけでなく、都市計画施設を事業している

全ての区域を表しています。 

（平成２３年３月末現在） 

※各名称については、都市計画施設

名称で表記しています。 
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 ２．区域の特性                         
 
（１）発展経過 

 

○南区は、古代には和泉国大鳥郡大村郷、上

神郷、和田郷に属していました。 

○昭和３４年に泉ヶ丘町、昭和３６年に福泉

町が本市に編入され、現在の南区域となり

ました。当時は区域の大部分が丘陵地で、

区域北部から和田川、石津川が流れる谷あ

いにかけて農地が広がり、その中に集落地

が点在していました。 

○昭和４０年から約１７年間をかけて、泉北

丘陵新住宅市街地開発事業により泉北ニュ

ータウンが整備され、昭和４６年には泉北

高速鉄道が泉ヶ丘駅まで、昭和５２年には

光明池駅までが開通しました。 

○平成５年に、阪和自動車道の堺インターチ

ェンジ～岸和田和泉インターチェンジ間が

開通しました。 

○近年、泉北ニュータウンでは、入居開始か

ら４０年以上が経過し、居住者の高齢化・

人口減少対策や近隣センター機能の再編な

どの諸課題に対し、平成２２年５月に「泉

北ニュータウン再生指針」を策定するとと

もに、関係機関との連携を図りながら活性

化に向けた取組みが進められつつあります。

また、南部丘陵地では、全市的にも貴重な

自然環境として、保全の必要性が以前にも

増して高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆昭和３７年頃の状況 

◆平成７年頃の状況 

◆平成２１年頃の状況 
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（２）区を構成する地域の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［地域構成図］ 

拠点 住宅市街地（泉北ニュータウン） 市街化調整区域 

 
津久野豊田線 

 

檜尾上之線 

上之美木多上線 

野々井 
美木多線 

檜尾岩室線 

下石津泉ヶ丘線 

泉ヶ丘地域拠点 

泉北高速鉄道 

南区役所 

石津川 

堺インターチェンジ 

     和田川 

松原泉大津線 

 

2)②田園集落地 

（泉北ニュータウン間） 

1)①泉ヶ丘エリア 

1)④生活サービスエリア 

1)③光明池エリア 

2)③南部丘陵地 

2)①田園集落地 

（泉北ニュータウン以北） 

1)②栂・美木多エリア 

檜尾岩室線 

○南区は、泉北ニュータウンとして計画

的に開発された住宅市街地とニュータ

ウン間に広がる農地と集落地などが併

存する田園集落地、樹林地、ため池な

ど豊かな自然環境をもつ南部丘陵地か

ら構成されています。 

○泉ヶ丘駅、栂・美木多駅、光明池駅周

辺は、地域の生活サービスの拠点とな

る駅前商業・業務地が形成され、これ

らを核に公的住宅などの良好な住宅地

が形成されています。 

○日本最大の「陶邑窯跡群」とよばれる

須恵器生産地があり、その一部は今も

残っています。また寺社も多く、櫻井

神社、法道寺、多治速比売神社などの

たたずまいは、泉北ニュータウン造成

前のおもかげを残しています。 

 

 

［地域資源図］ 
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１）泉北ニュータウン 

○道路・公園などの都市基盤、住宅地・商業

業務地が一体的に整備され、ゆとりある良

質な戸建て住宅と公的住宅や日常生活の利

便機能を担う駅前の地区センター、住区ご

との近隣センターが計画的に配置された良

好な住宅地です。 

○入居開始から４０年以上が経過し、社会環

境の変化とともに人口が減少しています。

開発当初に入居した世代は既に高齢期に入

り、一定期間に入居された団塊の世代も一

斉に高齢期を迎えます。これらの子ども世

代の人口減少も顕著であり、今後、少子

化・高齢化の進行が急速に進むことが予想

されます。 

○都市基盤や公共施設、公的住宅の老朽化が

進んできており、利用者・居住者ニーズに

十分な対応ができていない状況となってい

ます。 

○計画的に整備されたまちであり、新たな都

市機能の導入や新たな土地利用を行いにく

くなっています。 

○泉ヶ丘、栂・美木多、光明池の各駅を中心

に３つのエリアで構成され、各エリアを南

北に縦貫する緑地がニュータウン環境を特

徴づけています。また、各駅前には地区セ

ンターとして地域の生活サービスの核とな

る商業・業務機能が集積しています。日常

生活の利便機能を担う、計画的に配置され

た近隣センターでは商業機能は低下し、医

療系などのサービス機能の立地が多くなっ

ています。 

 

［泉北ニュータウン］ 

 

［泉北ニュータウンの住宅地］ 

①泉ヶ丘エリア 

○泉ヶ丘地区センターは、広域的な商業施設

や泉ヶ丘市民センター、大型児童館ビッグ

バンなどの公的施設が立地し、泉北ニュー

タウンの中核的センターとしての機能を有

するとともに、鉄道、バス等の交通アクセ

スの結節点でもあり、地域拠点として位置

づけられています。 

○８つの近隣センターが配置されています。

このうち宮山台、若松台、茶山台近隣セン

ターでは、核店舗が撤退しています。 

 

［泉ヶ丘地区センター］ 

②栂・美木多エリア 

○栂地区センターでは、南区役所、栂文化会

館、南図書館栂分館や南堺警察署などの行

政・文化教育施設、商業施設などが立地し

ています。 

○敷物団地では、近年、商業・アミューズメ

ント系施設などの立地がみられます。 

○４つの近隣センターが配置されています。

このうち原山台近隣センターでは、核店舗

が撤退し、戸建住宅への土地利用転換が見

られます。 
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③光明池エリア 

○光明池地区センターは、和泉市側の隣接地

と一体的に構成された商業・業務施設など

が立地しています。 

○４つの近隣センターが配置されています。

このうち、鴨谷台近隣センターは、店舗か

らマンションへの土地利用転換が見られま

す。 

④生活サービスエリア 

○泉ヶ丘エリア、栂・美木多エリア間の檜尾

岩室線側道沿道に、郵便、ガス、電気、バ

スなど南区の生活支援施設が立地し、ニュ

ータウンのサービスヤードとしての機能を

維持しています。また自動車販売店、飲食

店、アミューズメント系施設などの新規立

地もみられます。 

 

２）市街化調整区域 

①田園集落地（泉北ニュータウン以北） 

○農地と大庭寺、小代、和田などの集落地が

広がり、農地の多くは農業振興地域に指定

されています。 

○津久野豊田線沿道では沿道サービス施設の

立地が活発です。鳳檜尾線沿道の一部や堺

インターチェンジ東側では新規の住宅立地

がみられます。 

②田園集落地（泉北ニュータウン間） 

○石津川、和田川流域の農地と集落地ではニ

ュータウンと対照的な田園風景が特徴です。 

○石津川流域では、農地と大庭寺、三木閉、

豊田、栂、片蔵の集落地が広がり、農地の

多くは農業振興地域に指定されています。

檜尾岩室線より北側の津久野豊田線沿道で

は沿道サービス施設が立地しており、新た

な立地もみられます。また、上之美木多上

線沿道では沿道サービス施設や住宅の新規

立地がみられます。 

○和田川流域では、農地と野々井、大森、美

木多上の集落地が広がっています。北端部

の農地は農業振興地域に指定され、和田川

右岸では４ha 以上の集団農地が広がって

います。一部、新規の住宅立地がみられま

す。 

 

 

［集落とニュータウン遠望］ 

③南部丘陵地 

○農地やため池、樹林地などが一体となった

自然環境に恵まれた地域です。豊かな自然

環境や農空間を活用した堺自然ふれあいの

森、ハーベストの丘、フォレストガーデン

や民間企業によるゴルフ場が立地していま

す。農地・山林の多くが農業振興地域に指

定され、特に、鉢ヶ峯地区、長峰地区のほ

場整備地区や酪農団地のほか、別所地区の

みかん園など優良な農地が広がっています。 

○石津川上流の妙見川、法道寺川沿いに、釜

室、富蔵・豊田、富蔵、逆瀬川、泉田中、

鉢ヶ峯などの集落地が、和田川沿いには、

美木多上、別所などの集落地が広がってい

ます。 

○一部、住宅開発や上之美木多上線沿道の沿

道サービス施設の立地がみられます。 

 

［南部丘陵地］ 


